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１７．０億円

　福祉や保健、ごみ処理、道路や公園の整備、消防、教育など、市の基本的な
仕事を行うための市で一番大きなおさいふです。主に市税で賄われています。

　特定の収入があり、その使い道を明確にするため、一般会計とはお
さいふを分けて管理している事業があります。

   １年間（４月～３月）に入るお金（歳入）と使うお金（歳出）の計画
である予算に対して、決算は、その実績を示したものです。

決算ってなに？１
け っ さ ん

平成２８年度の一般会計の決算

歳入総額

４２３．３億円 歳出総額

４０７．７億円

翌年度に送った事業の財源と

して使うお金 ３．６億円

使わなかったお金

（翌年度への繰越金）

１２.０億円

今年度に行う予

定であった仕事

を翌年度に行う

ことになったた

めに必要となる

お金です。

他にはどんな会計があるの？

一般会計って？

決算ってなに？１
け っ さ ん

平成30 年度の一般会計の決算

歳入総額

４２０．５億円
歳出総額

４０３．５億円

翌年度に送った事業の財源と

して使うお金 ３．５億円

使わなかったお金

（翌年度への繰越金）

１３．５億円

今年度に行う予

定であった仕事

を翌年度に行う

ことになったた

めに必要となる

お金です。

他にはどんな会計があるの？

一般会計って？

歳出合計
６１７．６億円

企業会計

●水道事業

●下水道事業

これらの事業は、民間

会社のように活動してい

て、使用料など基本的に

自らの収益で運営してい

ます。

特別会計

●国民健康保険

●介護保険

●後期高齢者医療事業

これらの事業も市の仕

事ですが、保険税などの

特定の収入があるため、

独立したおさいふを設け

て使いみちを明確にし、

一般会計とは分けて管理

しています。

特別会計

184億円

29.8％
一般会計

403.5億円

65.3％

企業会計

30.1億円

4.9％
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　　　　H31.4.1人口：114,240人

　平成３０年度のふじみ野市の収入額４２１億円のうち、市民のみなさんに納めていただいた市税
の合計は、１６４億円（構成比３９．０％）でした。

　「自主財源」とは、市税のように市が自ら集めることができるお金。一方「依存財源」
は、国や県から交付されるお金。一般的には、自主財源の割合が高いほど自主的、安定的
に市政が行われるといわれていますが、ふじみ野市は、国が返済の肩代わりをしてくれる
有利な借金（地方債）と国や県などの補助金を活用しながら小学校大規模改造事業などの
大規模な建設事業を行っていることから、依存財源の比率が高い傾向にあります。

詳しく見てみよう～歳入～２

市税にはどんなものがある

歳入の内訳
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自主財源と

依存財源？

詳しく見てみよう～歳入～２

市税にはどんなものがある
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市 民 税

固定資産税

その他の市税

市税の推移（H17～H30年度）

その他の市税

たばこを買った方が納める「たばこ税」や、軽自

動車などを持っている方が納める「軽自動車税」、

市街化区域に土地や家などを持っている方が納める

「都市計画税」があります。

固定資産税

土地や家などを持っている方が納める税です。

個人市民税

市民のみなさんが所得に応じて納める税です。

法人市民税

市内の会社が収入などに応じて納める税です。

164億

135億

51.8%
48.2%

【市税】
市民の皆さんや事業所が納

める市民税と、土地や建物に

課税される固定資産税が大

きな柱となっています。

１６４億円

【分担金・負担金】 2.9％
保育所や放課後児童クラブ

の保育料、ごみ処理費用の

負担金など

１２億円

【使用料・手数料】 1.0％

市の施設の使用料や各種証明書

の発行手数料など

４億円

【繰入金】 3.3％

市の預金（基金）を取り崩したお金

１４億円

【繰越金】

前年度からの繰越金

１９億円

【その他の自主財源】 1.2％
５億円

【地方交付税】
人口や税収などに応じて、国から配分されるお金

３７億円

【国・県支出金】

国や県から使い道を指定して交付

されるお金 ８４億円

【譲与税・交付金】 5.7％

国が徴収し、配分されるお金 ２４億円

【地方債】
市の施設などを造る際に銀行などか

ら借りるお金 ５８億円

歳入合計
420.5億円

国・県

支出金
19.9%

地方債
13.8%

市税
39.0%

自

主

財

源

地方交付税
8.8% 繰越金

4.4%

依

存

財

源
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　平成３０年度のふじみ野市の支出額は約４０４億円でした。
これは市民一人当たりで表すと約３５万円の支出をしたことになります。
　民生費と教育費で全体の半分以上が使われています。

詳しくみてみよう～歳出～ なんのために使ったの？３

【民生費】 １７０億円

子どもや高齢者、障がい

者、生活に困っている方の

支援のために

◆保育園の運営 24.1億円

◆放課後児童クラブの運営

2.9億円

歳出決算

403.5億円

扶助費

「民生費」は、合併した

平成１７年度と比較して

約１．８倍に増加しました。

そのうちの生活保護費や

子育て世帯、高齢者、障が

い者の生活を支援するた

めの「扶助費」は約２．８倍

に膨らんでいます。

詳しくみてみよう～歳出～ なんのために使ったの？３

【衛生費】 ２７億円

市民の健康やより良い

生活環境のために

◆医療・健康増進 6.5億円

◆ごみの処理・リサイクル

15.5億円

【土木費】 ３４億円

道路や公園の整備など

住み良いまちづくりのため

に

◆道路の整備 5.5億円

◆公園の整備 8.7億円

【消防費】 １４億円

3.5％

消防や救急、災害から

市民を守るために

【教育費】 ５２億円

学校教育や図書館、公民館の運営のため

に

◆小中学校の運営 2.8億円

◆学校の改修 5.8億円

◆学校給食 12.6億円

【公債費】 ３９億円

借金（地方債）の

返済のために

扶助費

市民一人当たり

約３５万円

【総務費】 ６３億円

庁舎管理や文化スポー

ツ活動のために

【その他】

５億円 1.3％

35.7 43.9 46.3 47.2 50.8 67.7 72 75.6 77.8 83.4 89.2 96.9 100 101.6
93.3 97.3 96.4 102.1 103.2

126.4 130.2 130.2 137.4 151.7 163.1 168.6 174.7 169.5
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民生費の扶助費 民生費

民生費

42.0％

教育費

13.0％

土木費

8.5％

公債費

9.5％

衛生費

6.7％

総務費

15.5％

単位：億円
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公債費 借金の返済
扶助費 生活保護費のほか、子育て世帯や高齢者、障がい者への支援などに係る費用

　平成30年度のふじみ野市の決算額を10,000分の1にして、
家計簿に例えてみました。

　収入合計４２１万円から支出合計４０４万円を差し引いた１７万円のうち、今年度終わらなかった
家の建築・改修等４万円を差し引いた１３万円が節約して手元に残ったお金になります。
　この１３万円は、次年度に繰り越して使用することになります。

人件費 職員の給料など

物件費 光熱水費、事務費、臨時職員の賃金など
補助費等 補助金、負担金など
維持補修費 施設の維持管理に係る費用

積立金 基金への積立金

繰出金 特別会計の運営を補うための費用
普通建設事業費 道路・学校などの建設や大規模な改修などの整備に係る費用

ふじみ野家（市）の家計簿～11万人の台所事情～4

支 出

●食費 ５２万円

●医療費 ９８万円

●ローンの返済 ３４万円

●光熱水費など雑費 １００万円

●車などの修理代 ２万円

●子どもへの仕送り ３５万円

●家や庭の建築・改修 ７０万円

●貯金など １７万円

支出合計 ４０８万円

収 入

●給料 ２２０万円

・基本給 １６１万円

・諸手当 ５９万円

●パート収入 ３１万円

●祖父母からの仕送り ８６万円

●ローン（借入金） ５２万円

●貯金の取り崩し １１万円

●繰越金 ２３万円

収入合計 ４２３万円

年収約４２３万円

の

市税

地方交付税・譲与税な

使用料・手数料など

国・県支出金など

市債

繰入金

繰越金

人件費

扶助費

物件費・補助費等

維持補修費

繰出金

公債費

普通建設事業

積立金

義

務

的

経

食費や医療費、ロー

ン返済などの「義務的

経費」の占める割合

が高くなっています。

用語の説明

ふじみ野家（市）の家計簿～11万人の台所事情～4

支 出

●食費 ５０万円

●医療費 １０３万円

●ローンの返済 ３９万円

●光熱水費など雑費 ９８万円

●車などの修理代 ２万円

●子どもへの仕送り ３２万円

●家や庭の建築・改修 ４０万円

●貯金など ４０万円

支出合計 ４０４万円

収 入

●給料 ２２５万円

・基本給 １６４万円

・諸手当 ６１万円

●パート収入 ２１万円

●祖父母からの仕送り ８４万円

●ローン（借入金） ５８万円

●貯金の取り崩し １４万円

●繰越金 １9万円

収入合計 ４２１万円

年収約４２１万円の

家計に例えると…

市税

地方交付税・譲与税など

使用料・手数料など

国・県支出金などＰ

市債

繰入金

繰越金

人件費

扶助費

物件費・補助費等

維持補修費

繰出金

公債費

普通建設事業

積立金

義

務

的

経

費

食費や医療費、ロー

ン返済などの「義務的

経費」の占める割合

が高くなっています。

用語の説明
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市債を使わないと・・・ 市債を使うと・・・

　平成３０年度末の市債残高は、約４１８億円です。主に道路や公園、スポーツ施設、学校などの
公共施設の整備に使われています。
　市債の中には、返済のための財源の一部又は全部を国が負担してくれるものがあり、ふじみ野市
は、そのような市債を多く活用することで負担の軽減を図っています。

市の借金のことをいいます。家計でいうローンをさします。

　公共施設の整備には一度に多くのお金が必要になります。これをその年の収入だけでや
りくりしてしまうと他の仕事ができなくなってしまいます。
　また、公共施設は現在の市民だけでなく、将来の市民も利用するため、負担の公平性を
考え、借金をして『現在の市民』と『将来の市民』で平等に協力してお金の負担をお願い
するものです。

費用負担なし 費用を協力して負担

現在の市民 将来の市民 現在の市民と将来の市民

ふじみ野市の借金（市債）と貯金（基金）5
市債ってなに？

どうして借金をするの？

費用負

市の借金はどれくらいあるの？
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単位：億円
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　ふじみ野市では、予期せぬ収入減や支出の増に備える財政調整基金のほか、借金の返済
のための減債基金や特定の目的に応じて積み立てている特定目的基金があります。
　平成３０年度末の基金の残高は、約１３７億３千万円となっています。

市の貯金のことをいいます。

　市税などの収入は、経済の状況により変化し、一定ではありません。また、老朽化した
公共施設の改修には一度に多額の費用を要します。さらに、大規模な自然災害など、不測
の事態にも安定した市民サービスを提供していくため、備えておく必要があるからです。

自然災害の発生 不況などによる税収の落ち込み

基金ってなに？

どうして貯金をするの？

これらの

事態に備えて

基金として

貯えています

基金の残高はどれくらいあるの？

市債（借金）の残高は年々増えていますが、市の負担が少

ない市債を活用することや基金（貯金）を計画的に積み立て

ることで、将来の市民の皆さんの負担が大きくならないよう

にしています。

H３０年度末
市民一人当たり

約12.0万円
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その他特定目的基金 ７２．３億

円

減債基金 ２５．６億円
借金の返済が、将来過度の負担と

ならないために

財政調整基金 ３９．４億円

万が一に備えて
基金残高の推移
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